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具体的な値を代入して考える習慣作りにも効果が期
待できるので，このような活動をいろいろな場面や
領域で扱えるように，教材研究に取り組んでいきた
最後に，パスカルの三角形におけるシェルピンス
キーのギャスケットと生徒が発見した規則②，④に
ついて考えてみよう。パスカルの三角形において，
奇数を1，偶数を0で表すと，下のようになる。い○
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4．おわりに
教科書などに必ず載っている等式
"Co-"C1+……+(-1)『"Cr+……+(-1)""C"=0
("Co+"C2+……="C1+"C3+……）
は，二項係数"C『の偶数番目と奇数番目の総和の関
係である。このことから，二項係数"Cγに対して，
γ＝3ルー2，3ルー1，3鹿のそれぞれの場合の総和がど
うなっているかについて調べてみるという取り組み
が考えられる。（下図）
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まず,"=2mのとき，〃行目の両端を除く2項係数
"C1,"C2,……，〃C"-1が偶数であることを示そう。
等式7．．"Cr="･"_,C"_,(7､=1,2,……,〃－1)が成立
するので,"=2mのとき，
7."Cr=2"'．〃-1C"-1
．．．．〃CJ.=2Z．〃－1C『－1
7、
『(7=1,2,……,2m-1)が2"zを割り切ってしまう
ことがないので，因数2が必ず残る。よって，〃Cγ
は偶数である。
次に,FI,=2m-1のとき，〃行目の2項係数"Co,
"C1,"C2,……,"C伽が奇数であることを示そう。
等式"+,C"="C,+"C7_,(7･=1,2,……，〃）が成立
する。ある正の整数sにおいて"Csが偶数であると
仮定すると,"+1=2mより，
"+,Cr(y･=1,2,……，〃）は偶数であるから，
"Cs_1="+1Cs－"Csは偶数。同様に，
"Cs_2="+1Cs_1－"Cs_1は偶数となる。
これを繰り返すと,"Coが偶数となり，
"Co=1であることに反する。
よって,"Cr(7､=0,1,2,……，〃）は奇数である。
この0とlで表示するパスカルの三角形では，
0+0=0,0+1=1+0=1,1+1=0
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このようなことを考えることが，入試問題回を
解くヒントになる。先の二項係数に関する等式や他
の入試問題についても，同様のことが言える。
また，パスカルの三角形の場合と同様に，具体的
な値を代入したり，数値で考えてみたりすることは
多くの問題の解法のヒントになり，このように考え
ることは大変重要である。パスカルの三角形を通し
てその規則や性質を考えることは，このようなト
レーニングになる。
－40－
者の2倍で，2進数で表したときのlの個数がl多
いことから,2"'≦〃≦2m+1-1において成立する。
すなわち，0≦〃≦2m+1-1において成立する。
よって，数学的帰納法から，命題Pは成立する。
による計算となるから，等式"+1Cr=JICr+"Cr_1より，
次の4つのパターンから構成される。
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2"z行目は，両端を除く2
項係数がすべて偶数である
から，右のような部分が作
られる。
〃C『が偶数のときα",『=0，
000……0
、000…0／ 私たち教師が当たり前に思っていることが生徒に
とっては当たり前でなく，そのことが却っていろい
ろな思考を生み出すように思う。今回，生徒が発見
した命題Pなどは，私たち教師では考えもしないこ
とであり，柔軟な思考を持つ生徒だから考えること
である。今回の授業実践では，このように自由な発
想で考えることができるようなテーマであった。こ
れからも生徒の柔軟な思考を活かせるような，また
育てるようなテーマを与えられるように心がけてい
きたい。また，様々な学習場面において，具体的な
数値を代入して考える習慣を作るために，このよう
な授業を実践していきたい。
00
、0／
"C7･が奇数のときα",r=1として，数列{q",r}
(0≦γ≦"）を定義すれば,2"z≦〃≦2"'+1-2,
〃－2m+1≦7≦2"'-1において，α",7･=0となる。
このとき，α2'",0=1,q2m,2'"=1,だから，
q2"+j,j=1,q2'"+i,2'"=1(j=1,2,……,2"')となる。
よって,2m≦〃≦2m+1-1のときの0≦γ≦〃－2"zと
2"'≦γ＜〃におけるα",『は,0≦〃≦2m-1のときの
O≦『≦〃におけるα",『と一致する。
すなわち，下図の①，②，③の部分におけるα",r
は一致する。 〔参考文献〕
数の悪魔算数・数学が楽しくなる12夜（晶文社）
エンツェンスベルガー著丘沢静也役
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この結果からJ+2"z行目に現れるlの個数（奇数
の個数）は,J行目に現れる1の個数（奇数の個数）
の2倍に等しい。J+2mとIをそれぞれ2進数で表し
たとき，1の個数は前者が1個多い。（※1）
命題P「〃段目の行にある奇数の個数は，〃を2
進法で表したときのlの個数を虎とすれば，2虎個で
ある」は，0≦〃≦3のとき成立する。0≦〃≦2"z-1
のとき成立すると仮定すると,(Xl)のことから，
J+2"'行目と／行目にある奇数の個数は，前者が後
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